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序　　文

　本報告書は、2007 年度に行なわれた日本陸上競技連盟科学委員会の活動の

一部をまとめたものである。

　今年度の活動は、バイオメカニクス研究サポートを中心に行なわれた。特に、

2007 年 8 月 25 日～ 9 月 2 日に大阪で行なわれた第 11 回世界陸上競技選手大

会においては、31 名の班員（科学委員会委員 17 名、協力班員 14 名）、さらに

競技場外協力班員 7 名を加えた 38 名が早朝から深夜までフル稼働で活動し、

大成功を収めた。1991 年の第 3 回東京大会では 74 名の班員が参加したが、東

京大会以上の活動をその半数の班員で行なえたことは、16 年で本委員会の構

成員や陸上競技を科学しようとする関係者の力が大きく進歩したことを物語る

ものであろう。本報告書にはその一部が掲載されているが、2008 年には世界

陸上の報告書をまとめる予定である。

　また、昨年につづいてインターハイ入賞者を対象にした実態調査、北海道マ

ラソンにおける生理学的調査を行なった。国立スポーツ科学センターをはじめ

とする国内外でのジュニア、短距離、中距離などの合宿への帯同によるサポー

ト活動も昨年以上に活発に行なわれた。

　さらに、特筆すべきは、強化委員会強化コーチと科学委員会代表の会合を数

回開催し、科学情報の収集やフィードバックの手順などについて話し合い、協

力体制が確立されつつあることであろう。これは、本委員会の成果がコーチン

グの現場で有用であると認められたことを示すが、澤木専務理事、髙野強化委

員長をはじめとする関係者の「競技力向上には科学を活用することが不可欠で

ある」という確固たる意志と方針がなくては不可能なことであった。今後、更

に強力かつ持続的な協力体制が確立されると期待される。

　最後になったが、科学委員会の活動に多大なご協力をいただいた関係各位に

深く感謝申し上げる次第です。

科学委員会委員長

阿江通良

２００８年５月
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